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朝 夕 は 、 少 し し の ぎ や す さ を 感 じ る よ う に な っ て き ま し た が 、 昼 間 は ま だ ま

だ「危険な暑 さ」が 続いています 。  

現在会員登録数 4,288 人さま。次号は９ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●「おはなし モノレ ール」参加者 募集  

貸切の大阪モ ノレー ル車内で「おは なし会 」を楽しみ、彩 都の会 場で「人形劇」

を観ていただ く、人 気のイベント です。 今回で 15 回目の開催 です。  

５歳から小学 ３年生 までのお子様 と保護 者、あわせて 240 人を募集します 。  

開催日：９月 21 日（ 土）   参加費：ひ と り 500 円（大人・子 ども同額）  

申し込み締切 ：９月 ２日（月）  ＊申し込 み多数の場合 は抽選 します。  

※詳細・申し 込みは  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail  

●  オンライン講座 「 2023 年に出版さ れた 子どもの本か ら」 配 信中  

2023 年に出版され た 新しい子ども の本約 300 冊をテーマやジ ャ ンル、年齢別

に紹介し、現 在の子 どもの本の傾 向につ いて考えます 。  

配信期間：配 信中～ 12 月 16 日（月）  視 聴料： 1000 円  

講師：土居安 子（当 財団理事・総 括専門 員）  

※詳細・申し 込みは  →  https://2023kodomonohon.peatix.com/  

●「第 41 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

ア マ チ ュ ア 作 家 対 象 の 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト 。 子 ど も を 対 象 と し た 未

発表の創作童 話、創作 絵本を募集し ます。締 め切りは 10 月 31 日（木）です。  

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#41boshu  

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail
https://2023kodomonohon.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html


●  Instagram https://www.instagram.com/iiclo_official/   随時更新  

●  Ｘ（旧 Twitter） https://twitter.com/IICLO_News  毎日更 新  
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Aya's Talk 

*****************************************************************  

『命をつない だ路面 電車』 テア・ランノ /著  関口英子、山 下 愛純 /訳  カシ

ワイ /挿し絵  小学 館  2024 年 7 月  対象 年齢：小学校 高学年 以上  

 

＊今回のゲス トはイ タリア語の翻 訳家の よしとみあや （Ａ） さんです。  

＊作品の結末 まで書 いています。  

 

あらすじ：1943 年、イタリア、ローマ のゲ ットーに住む 12 歳の 少年エマヌエ

ー レ は 、 母 親 と と も に ナ チ ス の ト ラ ッ ク に 乗 せ ら れ た が 、 母 親 が エ マ ヌ エ

ーレをトラッ クの荷 台からつきお とし、エ マヌエーレは 逃げる。そして、２

日半、路面電車 に乗り 続け、車掌さん や運転 手さんに助け られる。それから

母以外の家族 と再会 し、家族のために 古着 やみやげもの の商売 をして働き 、

母を待ち続け るが、ロ ーマが解放さ れても、母は戻ってこ なかっ た。作者が

体験した人を 取材し て書いた作品 。  

 

Ｙ：イタリア での戦 争体験を元に した作 品です。  

Ａ：この作品 もそうで すが、最近日 本で翻訳 される戦争児 童文学 作品は、強制

収 容 所 を 体 験 し た 人 物 以 外 の 体 験 の 物 語 が 出 版 さ れ て お り 、 多 様 な 視 点 で

戦争が考えら れるよ うになってき ている と思います。  

Ｙ ： こ の 作 品 で は 、 最 後 に お 母 さ ん は ガ ス 室 で 死 を 迎 え た こ と が わ か り ま す

が、それ以外の 家族は 生き残ります。その生 き残りにあた っては、多くの偶

然が重なって います 。  

Ａ：その中でも特に 印 象に残るのは、路面 電 車の車掌さん と運転 手さんです。

寒さをしのぐ マフラ ー、車庫 の中の電車 内 で寝るための 毛布、食 べ物など、

エ マ ヌ エ ー レ が ２ 日 半 の 間 路 面 電 車 で 過 ご す の を 支 援 し て く れ ま す 。 と て

も心あたたま るエピ ソードだと思 いまし た。  

Ｙ ： ド イ ツ 兵 の 中 に も エ マ ヌ エ ー レ に た く さ ん の お 金 を く れ て 助 け て く れ る

人 が い ま す 。 一 方 で 、 ユ ダ ヤ 人 の 中 に も 同 胞 を 裏 切 る 人 も 書 か れ て い ま し

た。ここからは 、ドイ ツ人でもイタ リア人 でも親切な人 もいれ ば、ひどい人

も い る こ と が わ か り 、 戦 争 こ そ が 理 不 尽 に 人 の 命 を 奪 っ て い く こ と が 伝 わ

ります。  

イタリアの作 品とし て印象に残っ たこと はありますか 。  

Ａ：か なり踏み込 んだ イタリアの歴 史が書 かれている点 が興味 深かったです 。

というのも、 この時 期、イタリア の政治 状況は複雑で 、 1943 年９月に連合

国 と 休 戦 協 定 を 結 ん だ こ と に よ っ て 、 ド イ ツ が 敵 と な っ て は い る も の の 、

ファシストた ちはド イツ寄りで、 それに 抵抗する人た ちもい ました。  

Ｙ ： 私 も そ の 点 に 興 味 を 持 ち ま し た 。 戦 争 を 知 ら な い イ タ リ ア の 子 ど も た ち

に、当時の政 治状況 を知らせると いう意 図があるのか なと思 いました。  

Ａ ： エ マ ヌ エ ー レ が 路 面 電 車 で の 生 活 を 経 験 し た あ と に 、 そ れ ま で は 政 治 に

まったく興味 がない 子どもだった のが、「 生活には政治 が大き くかかわって

い て 、 政 治 が 理 解 で き れ ば 、 日 々 の 生 活 の こ と も い ろ い ろ 理 解 で き る の だ

とわかってき た。」と 書かれていま す。こ れは、この作 品が伝 えたかったこ

との一つでは ないか と思います。  

ま た 、 食 べ 物 な ど 具 体 的 な 描 写 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 た ち が い か に 貧 し か った

かがイメージ できる ように描いて いる点 も心に残りま した。  

https://www.instagram.com/iiclo_official/
https://twitter.com/IICLO_News


Ｙ：私が印象 に残った ことは、路面 電車の車 掌さんの「小 さなこと でもいい。

ひ と り ひ と り が 自 分 に で き る こ と を す べ き な ん だ 」 と い う こ と ば 、 エ マ ヌ

エ ー レ が 小 さ い と き に 、 は じ め て も ら っ た １ リ ラ 硬 貨 を 鍵 穴 に 入 れ て し ま

っ て 取 り 出 せ な く な っ て い た の が 、 年 取 っ て か ら 錠 前 を 修 理 し た と き に 見

つかり、子ども のころ の光景がよみ がえっ たこと、そして そのこ とが、亡く

な っ た お 母 さ ん の 記 憶 と 関 連 づ け ら れ て い る こ と 、 エ マ ヌ エ ー レ が 作 者 に

「悲劇として 書かな いでほしい 」「わ たし は、いつだ って人生の いい面を見

るようにして きた」（「著者あと がき」よ り ）と言ったこ とです 。  

Ａ：私は、 91 歳のエマヌエーレの 前書き 「わたしには 「子ど も」でいられ た

時期はありま せんで した。」という 言葉が 作品全体をま とめた ことばのよう

に思いました 。  

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 108 回「マリヴロ ンと少女 」  

 テクストの 二重写 し  

 

前回取り上げ られた「 めくらぶどう と虹」（ 当メルマガ NO.167）の原稿に赤イ

ンクで手を入 れた作 品です。書 き出しの「 城あとのおお ばこの 実は結び、」か

ら「その城あ とのまん 中の、小さな 四っ角山 の上に、めく らぶどう のやぶがあ

ってその実が すっか り熟している 。」ま で の数行は、「めくら ぶ どうと虹」とほ

ぼ同じ文章で す。「 マ リヴロンと少 女」とい う別の作品な のに、「 めくらぶどう

と虹」が透け て見え て、テクスト が二重 写しになる感 じをう けます。  

 

た だ 、 文 章 は 、 敬 体 か ら 常 体 に か わ っ て い ま す 。「 め く ら ぶ ど う と 虹 」 で は 、

「上のやぶに は、め くらぶどうの 実が、虹のように熟 れてい ました。」という

ふうに書かれ ていま した。佐藤 泰正は 、「 地の文の示す 童話的 文体のリズム を

排し、（ 中略）ただ登 場人物両者の 対話の 孕む主眼に 、読者の 眼を向けさせ よ

うとしている 」と述べ ています（佐 藤「宮沢 賢治――その 改稿の 問いかけるも

の」 2001 年）。  

 

その登場人物 ですが、改稿された作 品に新 しく出てくる のが、今 夜、市庁のホ

ー ル で う た う 声 楽 家 の マ リ ヴ ロ ン 女 史 と 、 女 史 を う や ま う 少 女 ギ ル ダ で す 。

ギルダは、「マリヴロ ン先生。どうか、わた くしの尊敬を お受け くださいませ 。

わたくしはあ すアフ リカへ行く牧 師の娘 でございます 。」とい います。マ リヴ

ロ ン と ギ ル ダ の 関 係 は 、 虹 と め く ら ぶ ど う の そ れ に 重 な り 、 や り と り の 会 話

も生かされて います 。  

 

しかし、二つ の関係は 、同じでない ことにも 気がつきます 。虹とめ くらぶどう

の会話はずい ぶん親 身なものです が、マリ ヴロンをした う少女 の「先生。私 を

つれて行って 下さい 。どうか私 を教えて ください。」とい うこ とばに、マ リヴ

ロンは、「かすか にわ らったように も見え 」、「当 惑してかし らを ふったように

も見え」るの です。  

 

「二人の間に は、真の 意味での対話 がない のである。（中略）芸術 への覚醒は、

少女ギルダに は訪れ ず、ただ行 き場のな い憧ればかり が残る 。」というの は奥

山文幸です（奥 山「マ リヴロンと少 女」 2003 年）。奥山は、恩田 逸夫の「マリ

ヴロン＝芸術、少女＝ 賢治であり、彼 の芸術 観が主題とな ってい る」（恩田「 宮

沢賢治の文学 におけ る「まこと」 の意義 」 1955 年）という指 摘をふまえて 、

「 あ り う べ き 芸 術 観 を 述 べ た だ け で は な く 、 そ れ と の 齟 齬 を も 生 み 出 し て い

る 賢 治 の 実 行 の 苦 悩 が 、 少 女 と マ リ ヴ ロ ン と の す れ 違 い の な か に 読 み と れ る

作品でもある 。」とも します。前回 、「めく らぶどうと虹」の めく らぶどうに見



出 さ れ た 賢 治 の 苦 悩 が も う 一 つ 深 い と こ ろ で 描 か れ て い る と い え る の か も し

れません。（馬車別 当 ）  

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  銀河 鉄道の夜』に よりま した。）  

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６２  

*****************************************************************  

さようなら、ぼくの王 国。マーガト ロイドさ んが王様で、ぼくが王 子だった王

国。その国で、王子 の ままいるのは、な んと らくだったか。あ りの ままの自分

でいればいい。か けま わり、笑い、質問し、ヤギやメンド リの世 話なんかの手

伝 い を し … … 何 を し て も た の し か っ た 。 ハ リ ー は 、 マ ー ガ ト ロ イ ド さ ん が 何

をしてほしい のか、 いつもちゃん とわか っていた。  

（『海辺の 王国』ロバ ート・ウェストール /作  坂崎麻子 /訳  徳 間書店  1994

年 6 月  p.240）  

 

第 二 次 世 界 大 戦 中 の イ ギ リ ス 。 空 襲 で 防 空 壕 へ 逃 げ た ハ リ ー は 、 両 親 と 妹 が

防空壕にたど りつか ず、家は破壊 されたた め、孤児にな ったと思 います。そし

て、６人も子ども のい るおばさんの 家に行 くのは嫌だと 思って 逃げ出します 。

途 中 で ド ン と い う 犬 に 出 会 い 、 イ ギ リ ス 北 部 の 海 辺 を 旅 し ま す 。 銀 行 で 貯 金

を 下 ろ し て 食 べ 物 を 買 っ た り 、 干 し 草 部 屋 で 寝 て 農 家 の 人 に 追 い か け ら れ た

り 、 ホ ー ム レ ス の お じ さ ん か ら 海 辺 で の 過 ご し 方 を 教 え て も ら っ た り 、 兵 隊

た ち の 使 い 走 り を し て い て 伍 長 に 襲 わ れ そ う に な っ た り 、 何 度 も 命 に か か わ

る 危 険 を く ぐ り ぬ け な が ら も 旅 を 続 け ま す 。 そ し て 、 息 子 を 戦 争 で 亡 く し た

一 人 暮 ら し の マ ー ガ ト ロ イ ド さ ん に 救 わ れ 、 マ ー ガ ト ロ イ ド さ ん と 仲 良 く 暮

らし始めます 。  

 

ところが、マ ーガトロ イドさんは、ハリーと いっしょに住 むにあ たって、きち

ん と 手 続 き を す る べ き だ と 言 い 、 二 人 は 、 ハ リ ー が 元 住 ん で い た と こ ろ へ 出

かけることに なりま す。そのときの、ハリ ーの気持ちが 引用に なっています 。

こ れ ま で の 旅 か ら 一 人 で 生 き る こ と を 学 び 、 大 人 の 世 界 の あ り よ う を 知 っ た

ハリーは、地元に 帰る ことは子ども 時代の 完全な終わり と同義 だと思います 。

そして、ハリ ーが思 ったように、 ハリー には厳しい現 実が待 っていました 。  

 

ハリーとマー ガトロ イドさんとの 交流は 、 18 歳の息子を亡く した著者ウェ ス

トールが抱く 父と子 のあたたかい 世界を 描いているよ うです。作品全体から 、

戦 争 の 理 不 尽 さ と と も に 、 子 ど も に と っ て の 幸 せ と は 何 か を 考 え さ せ ら れ ま

す。（Ｙ）  

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

姫路文学館で ９月１ 日まで開催さ れてい る特別展「画業 50 年のあゆみ  黒 井

健  絵本原画展」に行 ってきました 。イラス トレーター時 代に手 がけた貴重な

カット作品か ら、初め ての絵本画家 作品『あ めってあめ 』（矢 崎節 夫・作）、転

機となった『ごんぎつ ね』（新 美南吉 ）、「こ ろわんシリー ズ」（間 所ひさこ）な

ど、約 200 点の原画を展示されて います 。どの絵も美 しく、 ファンタジー の

世界に誘われ るよう な気持ちにな りまし た。  

 

そ れ ぞ れ の 作 品 の キ ャ プ シ ョ ン に は 、 文 を 書 い た 人 や 出 版 社 の み で な く 、 編

集 者 名 、 デ ザ イ ナ ー 名 ま で 書 か れ て い る 点 に 絵 本 は い ろ い ろ な 人 が 集 ま っ て

作 ら れ て い る と い う 黒 井 さ ん の こ だ わ り を 感 じ ま し た 。 ま た 、 多 く の 作 品 に

黒 井 さ ん ご 自 身 の 作 品 に 対 す る 思 い が つ づ ら れ 、 見 る 楽 し み と 読 む 楽 し み の



両方が味わえ ました 。  

 

特に心に残っ た作品 は、『ごんぎつ ね』と『水仙月の四日 』（宮沢 賢治）でした。

『 ご ん ぎ つ ね 』 の 兵 十 の 母 親 の 葬 列 を ご ん が 見 る 場 面 に は 、 彼 岸 花 が 咲 い て

いますが、その花が 毒 々しくないや さしい 赤であること で、兵十 の悲しみや、

ごんの兵十へ の共感 が読み取れる と思い ました。『水仙月 の四 日』は、コンピ

ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク を 駆 使 し た 雪 童 子 の こ の 世 の 者 で な い 美 し さ が 心 に 残 り

ました。  

 

原 画 の み で な く 、 黒 井 作 品 に 登 場 す る ネ コ の バ ー テ ン ダ ー の 木 彫 り が あ っ た

り、絵本のダ ミー本が あったりして 、黒井ワ ールドの奥深 さを感 じました。ま

た、インタビ ュー映像 も放映されて おり、誰 かの作品に絵 を描く ことを「読書

感想絵」と表 現され ていたのが興 味深か ったです。  

 

文 学 館 か ら は 姫 路 城 の 見 え る ス ポ ッ ト が あ り 、 お 城 の 前 に こ ろ わ ん の パ ネ ル

がありました 。記念 撮影をして満 足感い っぱいで帰り ました 。（Ｋ）  

姫路文学館  http://www.himejibungakukan.jp/  

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ３回  

*****************************************************************  

第４章  宮川 ひろ  

その３  『「へてか  へねかめ」お ふろで ね 』（前半 ）  

 

これまでの三 つの章 では、坪田譲治先 生、前川康男先生、今 西祐 行先生、あま

ん き み こ さ ん の こ と を 書 き ま し た 。 こ の 先 生 が た と 母 宮 川 ひ ろ の か か わ り を

軸に書きまし たから 、もう、すでに、母の デビュー作『るすば ん先生』（ポプ

ラ社 1969 年）のころ までを述べて います 。  

 

第４章では、 宮川ひ ろ（ 1923～ 2018 年）のデビュー以 降のさ まざまを作品 に

即 し て 振 り 返 り ま す 。 母 も ま た 、 私 の 出 会 っ た 児 童 文 学 者 に ほ か な り ま せ ん

でした。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

前回の配信時 に下記 の誤りがあり ました 。おわびして 訂正い たします。  

データは、す でに修 正してありま す。  

・４ページ 21 行め  

（誤）  2020 年（令和２）年２月 20 日  

→（正）  2021 年（令和３）年２月 20 日  

・同 23 行め  

（誤）授与式  →（正 ）顕彰式  

・同見出し  

（誤）「異 化」とは 何 か― 2020 年２月、沼 田市での講演 より―  

→（正）  「異化」 と は何か― 2021 年２月 、沼田市での 講演よ り―  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

http://www.himejibungakukan.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


●  オンライン講座 「 宮沢賢治で卒 論・修 論書いてみる ？」  

日時： 10 月６日（日 ） 13： 00～ 16： 20  ※無料、要 申し込 み  

対象：宮沢賢 治で卒 論・修論を書 こうと している大学 生・大 学院生  

規模：講師８ 人（宮 沢賢治研究者 ）  参 加者 20～ 25 人程度  

主催：宮沢賢 治学会 イーハトーブ センタ ー  

 

●  小展示「チェコ の 絵本展」  

国際児童文学 館が所 蔵するチェコ の絵本 約 60 点を紹介した 資 料 展示です。  

会期：開催中 ～９月 11 日（水）  月曜休館  

時間：９： 00～ 17： 00 ※入場無料  

主催・会場： 大阪府 立中央図書館  国際児 童文学館  

＊当財団では 、 2020 年度国際交流 事業と して 、チェコ 語翻訳 者の 木村有子 さ

んによる講演 会「チ ェコの子ども の本  い ま・むかし」を開催 し、報告集を発

行しています （ 880 円）。  

http://www.iiclo.or.jp/06_res -pub/05_publication/index.html#hanbai  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『命 を つないだ路面電

車』をプレゼント し ます。ご希望の方 は、プレゼント応 募フォ ームから、 (1)

お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス 、 よろしければ  

(5)このメルマガの ご 感想をお書き のうえ  ご応募くださ い。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8  

締切は９月 10 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

来週からパリ ・パラ リンピックが 始まり ます。私の地 元には 、陸上競技選 手

団として選出 され、 フルマラソン に参加 する選手がお られま す。国境を超

え、バリアを 超えて 人々がスポー ツを楽 しむ様子を観 戦する のを楽しみに し

ています。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/1GzdaWoDzE4pc7ku8
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

